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＜連絡事項＞
・特になし

＜入室状況＞
【入院】
・田端　徳美様～東病棟Cユニット5号室へ医療保護入院となる。
・大江　あや子様～東病棟Bユニットへ医療保護入院となる。

【転出】
・成田　賀枝様～東病棟合併症室→西病棟Bユニットへ転出となる。

【ユニット移動】
・大江　あや子様～東病棟Bユニット1号室→東病棟合併症室


＜患者様連絡事項＞
・角谷　寿美様～宇津木澤PSWより「みちのく記念病院」転院日時について連絡有り。2/10　10：00みちのく記念病院着、家族付き添い出来ないため病棟スタッフへ同伴依頼有り。

・石戸谷　愛子様～西舘PSWより介護認定調査について、2/6（木）13：30から実施したいと連絡あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察実施。開放中他室侵入や他患者に詰め寄る行為あり介入にも落ち着かず。時間早め開放観察終了する。自室内でも奇声聞かれている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。断続的に壁蹴りする様子見られ声掛けにも妄想言動あり、行動の自制は伴わずにいる。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・庭田　久美子様～終日隔離中。9：20不安時ロラゼパム（0.5）1T服用。以降も断続的にスタッフコール頻回さ見られている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・寺井　のり子様～身体拘束中。バイタルサインの異常はない。時折大声を上げるが、介助への抵抗は見られない。拘束部位の皮膚異常や循環障害は見られない。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・北村　奈美様～終日隔離中。食事は全介助にて各食全量摂取。むせ込みや嚥下不良無し。対面時は滅裂言動や妄想言動聞かれている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜馬渡Dr診察情報＞
・金田一　進様～2/1　14：00～家族様との面会予定している事を主治医へ情報提供。今後退院に向けLAI、日赤受診のスケジュール調整し退院にむけ支援していくよう指示有り。

・鹿原　一様～トリンテックス20mg→10mgへ減量、診察時本人様より便秘の訴え聞かれ酸化マグネシウム追加となっている。今後について家族との面会セッティングし状態確認、企図行為のリスクは否定できない、評価が難しい事も含め説明し自宅退院、施設への退院か方向性を定めるよう指示有り。

・外舘　壽子様～処方変更無し。今後についてあと1週間程様子を見て状態が安定している様で有れば家族様との面会実施し自宅へ退院するか別居等他の方法をとり退院するか等方向性を定めるよう指示有り。

・横田　彩加様～主治医診察にて
・ロラザパム減量
・ラツーダ増量
・ロナセンテープ減量
・心理検査
上記指示、変更有り

・奈良　治隆様～ロナセンテープ本日～中止。奥様が受け入れ可で有れば自宅退院可、外来通院は（おおぞらクリニック）で本人了解している。退院後の生活を見据え訪問看護導入も検討するよう指示有り。





＜田名部Dr診察情報＞
・鈴木　達也様～診察 2/4の面会について相談あり。面会当日家族と直接話しは出来ないか確認されており、直接ではなくモニター等での面会は許可されている。

・北村　奈美様～家族から面談希望あり、2/4　16：00時で特診予約している。

・安達　貴浩様～軟膏処方されており、自分持ち可の許可有り。

他追加処置、処方変更無し。

＜皮膚科診察情報＞
・長岡　明美様～ミノマイシン錠追加処方となる。

[bookmark: _GoBack]＜入院患者様情報＞
①日　　時：令和7年1月30日　11：55
　氏　　名：田端　徳美様（たばた　とくみ）様
　生年月日：昭和16年1月25日(83歳)
　病　　名：認知症疑い
　性　　別：男性
　主 治 医：村上Dr　サポート医：深澤Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　もともと八戸市尻内の自宅にて妻と2人暮らしであった。R6年11月9日に自宅内で転倒。第一腰椎圧迫骨折を受傷し八赤十字病院へ入院。同月22日には経皮的椎体形成術を施行し術後、コルセット装着後よりリハビリを開始。同年12月24日にリハビリ継続目的にて八戸西病院へ転入院となる。同院入院時より多弁で指示動作は困難であった。認知機能低下（MMSE13/30）や情動不安定（泣いたり怒ったり、死にたいと言う）、同院女性スタッフの臀部を触る等の行為もあり、一般病棟での対応やリハビリの継続が困難で認知症の鑑別と専門治療、症状改善目的にて当院への転入院依頼あり東病棟Cユニット5号室へ医療保護入院となる。



②
日　　時：令和7年1月30日　12：40　予定
　氏　　名：大江　あや子様（おおえ　あやこ）様
　生年月日：昭和26年10月10日（73歳）
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：小栁Dr（サポート医：馬渡Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　　詳細不明だが、15歳頃より統合失調症の治療歴あり（湊病院への入退院を繰り返していたようである）。平成21年には有料老人ホーム「妙水園」に入所。シルバークリニックの往診を受け、統合失調症の薬も同院から処方されていた。令和6年12月頃より腰痛悪化のため、ベッド上で過ごす時間が増加。令和7年1月頃からはナースコールを1日に数十回以上鳴らすことや、心気的な訴えが多く聞かれるようになり、施設職員が対応に苦慮。過去に治療歴のある湊病院へも受診相談を行ったが新患予約が立て込んでいる為とお断りされているとの事。症状改善と薬剤調整目的にて当院での入院希望あり。診察の結果、本日東病棟Bユニットに医療保護入院となる。
　


